
舞鶴市公共交通利用促進協議会における地域公共交通活性化・再生総合事業
＜鉄道関係＞

「人・環境にやさしい、交流と定住を支える公共交通体系の構築」を基本コンセプトとし、人と環境にやさしい公共交通機関の充実、交流
を促進する交通体系の整備 市民生活における交通手段の確保を図る

事業期間
20～22年度

舞鶴市、京都府、ＪＲ西日本㈱福知山支社、北近畿タンゴ鉄道㈱、

舞鶴市公共交通利用促進協議会

を促進する交通体系の整備、市民生活における交通手段の確保を図る。
【目標】鉄道利用者数 ： 18年度・1,124千人 → 22年度・1,216千人

京都交通㈱、舞鶴観光協会、自治会、道路管理者、近畿運輸局など

事業の概要（21年度）

①ＪＲポケット時刻表、路線バスマップ作成事業 681千円

○路線バス＆ＫＴＲ時刻表・マップ５万５千部作成○ＪＲポケット時刻表 ２万５千部作成 路線 表 部表

舞鶴⇔京都・大阪方面特急
関係時刻早見表

②鉄道利用啓発事業 ５４９千円

○利用促進看板・懸垂幕の設置

○舞鶴線電化開業10周年記念ｲﾍﾞﾝﾄ

（参考）公共交通利用者への市営駐車場補助事業
市営駐車場料金が、特急・新幹線利用の場合、きっぷ購入金額に応じて
最大２日間まで無料になるサービス
購入金額 5,000円以上・・・1日間無料 10,000円以上・・・2日間無料
加えて、それに満たない場合でも鉄道・高速バス利用者について
1日最大３００円の駐車料金で利用できる補助もある1日最大３００円の駐車料金で利用できる補助もある。

２０年度利用実績25,077台
２１年度利用実績26,179台

○まいづるアート＆クラフトフェスタ啓発

現状 目標水準
（平成18年度） 平成20年度 平成21年度 （平成22年度）
１ １２４千人 １ ２４６千人 １ １８３千人 １ ２１６千人鉄道利用者数

経過

１，１２４千人 １，２４６千人 １，１８３千人 １，２１６千人
６９９千人 ７５５千人 ７２６千人 １，２３１千人

１２６万人 １３６万人 １４０万人 １５５万人

３１千台

観光入込数

鉄道利用者数
路線バス利用者数

ﾊﾟｰｸ＆ライド助
成制度利用数

２７千台 ２５千台 ２６千台



21年度

・鉄道のより一層の利用促進を図るため、市民や市内通勤・通
学者を対象とした企画旅行、また、舞鶴線電化開業１０周年記
念イベント等など、ニーズに合った魅力ある商品企画の造成へ

なげ

・ＪＲのダイヤ改正に併せ、舞鶴線の一層の利用促
進を図るため、携帯用の京都・大阪方面特急関係
早見時刻表を作成する。21年度

導入
への

プロセス

とつなげる。
・北近畿タンゴ鉄道のダイヤ改正及び京都交通路
線バスのダイヤ改正に併せ、市内京都交通路線バ
ス、自主運行バス及び北近畿タンゴ鉄道（舞鶴市内
分）の一層の利用促進を図るため、市内路線バス
マップ及び時刻表を作成する

本市内の観光地・施設は、各地域に点在しており、ニーズの高
い土・日・祝日に運行する循環バスと、路線バスが一日乗降自
由とする自由乗降券を発行することにより、更なる観光客の呼
び を く

プロセス マップ及び時刻表を作成する。

携帯用時刻表は駅や観光施設等に置いて鉄道の利用促
進を促した。市民や観光客好評であった。（２万５千部配
付）

ＪＲ舞鶴線電化開業10周年を契機に、「まいづる号」の

マイレールの意識の高揚

び込みを図っていく。

付）

路線マップ（５万５千部）を作成し、（約４万部を新聞折込）
市内の約３万５千世帯や事業所に配付し、市民や観光客
が目につく駅や観光施設等にも配付したことで、問い合わ

出発式イベントをはじめ、特急・普通車内に利用促進啓
発広告を１ヶ月間ＰＲを実施。また、東・西舞鶴駅改札に
看板を設置した。約３万人の来場があったイベント「まい
づる赤れんがアート＆クラフトフェスタ」において特別
ブースを設置し、鉄道事業者の協力を得て企画商品の
販売等 より鉄道利 啓発 努めた

21年度

事業の

利便性の向上

が目に く駅や観光施設等にも配付した とで、問い合わ
せや送付依頼が多く寄せられ、利用促進が図られたと認識
している。

バス利用促進事業として周遊観光バス運行支援事業も実施。市内の観光施設等が無料で入場でき、定額（土日祝
日は乗降自由となる１日乗り放題き ぷ「舞鶴かまぼこ手形 1 000円）で移動できる特典付きのル プバスを運行し

販売等により鉄道利用の啓発に努めた。事業の
効果

他のモードとの連携による利用促進

日は乗降自由となる１日乗り放題きっぷ「舞鶴かまぼこ手形」1,000円）で移動できる特典付きのループバスを運行し
た。観光客が対前年度比１４万人増（11.1%）となり一定の効果があったところ。

さらなる公共交通機関への利用促進を図る

次年度
以降

鉄道・バスがより一層の連携を図り、利用者にとって乗り継ぎ等の利
便性向上を高めて公共交通機関をＰＲし、さらなる利用促進を図って
いくことが必要である。

Ｈ２１年度(Ｈ１８年度対比）においては、鉄道利
用者５９千人（5.2%）、バス利用者２７千人
（3.9%）、観光客１４万人（11.1%）と増となって

おり、公共交通機関への関心が高まり効果が図
られた。しかし、高速無料化社会実験（舞鶴若狭イベントについては、来場者のほとんどがマイカー利用であったことか られた。し し、高速無料化社会実験（舞鶴若狭
自動車道）でどれだけの影響が出るのかが気が
かりである。

イ ントについては、来場者のほとんどがマイカ 利用であったことか
ら、次年度は公共交通機関を利用する者の観点から検証し、新聞折り
込みチラシ配布や駅、公共施設、観光施設、商店街等にポスター掲示
するなど利用促進に繋がるような啓発活動に広く取り組んでいく。


